
養宜館 Yagi-Residence
　南北 230ｍ、東西 130ｍの平
地城館跡。現在は、北側と東側
に高さ約 2.7ｍの土塁が残る。
　近世の地誌である『味地草』
に描かれた絵図によると、四周
に本来は土塁があり、東西の土
塁の中央部分には外側へ向かっ
て張り出す櫓台を伴う虎口が設
けられていたようである。
　このような大型の土塁で方形
に囲い込む平面構造や規模から
城主は、淡路国守護の細川氏で
あると考えられている。
　県指定史跡

所　　在：南あわじ市八木養宜中

築 城 年：暦応３（1340）年

城　　主 ：細川氏

アクセス ：県道126号線中八木交差点を北

叶堂城 Kanodo-Fort
　三原平野の北東、三原川の河
口近くにそびえる平山城。
　豊臣氏の蔵入地（直轄領）と
なったことに伴って、『味地草』
等の近世地誌によると、代官の
石川光元、加藤嘉明によって築
城されたと伝えられる。
　昭和 58～ 59 年度に発掘調
査が実施され、慶長期前半の特
徴（石垣の角がシノギ積で、石
垣全体は自然石と荒く割った石
を使った野面積）を持つ石垣が
見つかっていることから、近世
地誌の記述が裏付けられること
となった。

所　　在：南あわじ市松帆

築 城 年：慶長年間（1596-1615）

城　　主 ：石川光元·加藤嘉明

アクセス：県道 31号線御原橋北詰を西

洲本城 Sumoto-Castle
　洲本市街地の南側、三熊山山
頂に位置する、総石垣の城跡。
　戦国時代に安宅氏によって築
城されたのが始まりとされる。
　淡路国支配の拠点として、天
正年間に仙石久秀、次いで脇坂
安治によって、現在見ることの
できる山頂部分が整備された。
元和元（1625）年には阿波蜂
須賀家領となり、山麓部分の整
備が行われた。
　総石垣だけでなく、北側斜面
に残る東西の「登り石垣」や、
堀で囲まれた山麓部分も、見ど
ころである。
　国指定史跡·市指定史跡

所　　在：洲本市小路谷

築 城 年：大永６（1526）年

城　　主 ：安宅氏·仙石氏·脇坂氏等

アクセス：三熊山ドライブウェイから駐
　　　　　車場あり

由良要塞 Yura-fortress
　紀淡海峡を睨む位置に明治時
代に築かれた砲台及び要塞跡。
　明治 22（1889）年から旧陸
軍によって整備され、兵庫県側
だけでなく、対岸の和歌山県
友ヶ島·加太も含めて由良要塞
とされた。
　現地にはレンガやコンクリー
トで作られた砲台や弾薬庫跡が
数多く残っている。
　また、これらの海側の砲台を
守備するために、山中に構築さ
れた「堡塁」も残存している。

所　　在 ：洲本市由良町ほか

築 城 年：明治 22（1889）年

設  置  者 ：日本陸軍

アクセス ：県道 76号線から生石公園内

志知城Shichi-Fort
　水堀で囲まれた、平地城館跡。
　三原平野を南から北へと流れ
る大日川の西側に位置してい
る。本丸の周囲には幅10ｍ以上
の水堀がめぐる。
　戦後の航空写真等を見ると、
周囲と異なる細長い水田の地割
が水堀の外側に巡っていること
が確認でき、志知城全体が隣接
する大日川から水を取り入れて
いたと考えられる。
　開発で失われることが多い平
地城館にあって、淡路島内でも
主要部が完存する唯一の城跡で
ある。

所　　在：南あわじ市志知松本　

築 城 年：天正年間（1573-1592）

城　　主 ：加藤嘉明か

アクセス：県道31号線志知交差点の南東

炬口城Takenokuchi-Fort
　洲本城からみて北側の山塊に
所在する単郭の山城跡。
　淡路島の土豪である、安宅氏
の城の１つと言われており、洲
本平野を挟んだ南側には洲本城
が位置する。
　南北両方の尾根続きを堀切で
断ち切った真中に、コの字状を
呈する高さ約２ｍの土塁で囲わ
れた方形の曲輪が残る。
　この土塁には、櫓台や横矢掛
かりが設けられ、炬口城の築城
技術の高さをうかがい知ること
ができる。
　県指定史跡

所　　在：洲本市炬口

築 城 年：戦国時代

城　　主：安宅氏

アクセス：国道 28号線炬口北交差点か
　　　　　ら徒歩

白巣城Shirasu-Fort
　淡路島で最も高いところ（標
高 336m）に築かれた山城跡。
　東西 300m、南北 350m の尾
根上に曲輪が設けられる。城内
最高所には、主郭が設けられ、
主郭を中心に U字形に城域が広
がる。尾根の鞍部を利用した堀
切や竪堀によって、主郭周辺部
と、北東部、北西部の３つに大
きく区分される。
　主郭部の東端の通称「馬繋
場」、北東部の北端の通称「東
の丸」には、高さ約１ｍの土塁
が残る。
　県指定史跡

所　　在：洲本市五色町鮎原三野畑

築 城 年：戦国時代

城　　主：安宅氏

アクセス：県道 66号線から林道

炬口台場Takenokuchi-battery
　紀淡海峡を睨む位置に築かれ
た台場跡。徳島藩によって文久
３（1863）年に構築された。
　海に面する東側に石垣で基礎
を作り、その上に土塁を設け、
約２ｍの胸壁とし、平面形は多
角形を呈する。
　砲座は、各辺に２門ずつ、あ
わせて、６門が設けられており、
眼前を通過する船舶に向いてい
た。
　炬口台場は、島内北部の松帆
台場のように、海峡が狭まる箇
所ではない。これは南の霞台場
と合わせて、洲本城下町防衛の
ために築かれたものである。

所　　在：洲本市炬口

築 城 年：文久３（1863）年

設 置 者 ：徳島藩

アクセス：洲本バスセンターから北へ約
　　　　　 1km、淡路水産センター付近

岩屋城 Iwaya-Castle
　明石海峡を睨む平山城跡。
　海に向かって張り出す舌状丘
陵の先端に占地している。慶長
15（1610）年に池田忠雄が淡
路国を拝領したのに伴って築城
された。
　石垣は残っていないが、現在
でも方形の曲輪が現地に残る。
　通説では慶長 18（1613）年
に廃城と考えられていたが、近
年見出された「淡路岩屋城中請
取状」（『香河家文書』）によると、
慶長 20（1615）年まで、「天守」
や「門屋くら」、「長屋」が存在
していたことが明らかになっ
た。

所　　在：淡路市岩屋

築 城 年：慶長 15（1610）年

城　　主 ：池田忠雄

アクセス：国道 28号線岩屋港南側

松帆台場 Matsuho-battery
　明石海峡を望む淡路島北
西端部に位置する台場跡。
徳島藩によって、安政５
（1858）年から構築された。
　海に面する北側は石垣が
めぐり、平面形が M 字状を
呈する。
　台場の内部には、分厚い
土塁と、砲台のための石垣
造りの弾薬庫が設けられて
いる。
　また、台場南側には、バッ
テラと呼ばれる船舶用のドッ
クが作られ、砲台とともに、
船の入港も可能であった。
　国指定史跡

所　　在：淡路市岩屋

築 城 年：安政 5（1858）年

設  置  者 ：徳島藩

アクセス ：県道 31号線道の駅岩屋付近。
　　　　　（私有地につき立入時要確認）

戦国乱世
　　 囲を海で囲まれた、淡路島。

海上交通の拠点であった、淡路国には、数多の城跡が遺さ

れている。

　　 国時代には、細川氏や三好氏の庇護のもと、安宅氏や

菅氏が水軍を率いて、瀬戸内海の結節点に盤踞していた。

　　 石久秀、脇坂安治、加藤嘉明など、錚々たる大名達が

豊臣秀吉の号令一下、近世淡路国の魁となって、島を駆け

抜けた。各地の城は、まさに彼らが生きた時代の生き証人

として、今もなお、威風堂々と佇んでいる。

大坂防衛
　　 戸内海を扼する明石海峡、鳴門海峡。そして、太平洋

を扼する紀淡海峡。3 つの海峡を擁する淡路島は、江戸時

代から大阪（湾）を守護する、海の要塞であった。

　　 永６（1853）年に、ロシア軍艦ディアナ号の大阪湾

への侵入により海防強化が叫ばれ、大阪湾·瀬戸内海沿岸

には、幕府や沿岸諸藩によって台場が構築されていく。

　　 路島では徳島藩によって台場が作られ、明治時代にな

ると旧陸軍によって紀淡海峡を守る要塞が作られた。

　　 台などの遺構には、当時の人々の大阪防衛に対する

並々ならない、張り詰めた意識を垣間見ることができる。
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淡路市佐野
淡路市池ノ内
淡路市中田
淡路市中田
淡路市大町上
淡路市志筑
淡路市岩屋古城跡
淡路市岩屋大谷
淡路市小田
淡路市仁井
淡路市斗ノ内
淡路市育波
淡路市室津
淡路市野島蟇浦
淡路市浅野南
淡路市生田畑
淡路市尾崎
淡路市中村
淡路市入野
淡路市山田甲
淡路市草香
淡路市柳沢乙
淡路市柳沢乙
淡路市中村
淡路市浦
淡路市浦
淡路市久留麻
淡路市河内
淡路市谷
淡路市釜口
淡路市釜口
洲本市小路谷
洲本市炬口
洲本市下内膳小字西岡
洲本市納
洲本市金屋勝間
洲本市安乎山田原
洲本市安乎宮野原
洲本市安乎宮野原
洲本市由良
洲本市由良成ヶ島
洲本市安乎
洲本市千草
洲本市五色町鮎原田処
洲本市五色町都志大日
洲本市五色町鮎原吉田
洲本市五色町鳥飼
洲本市五色町鮎原三野畑
洲本市五色町鳥飼
洲本市五色町鳥飼
洲本市五色町広石中
南あわじ市倭文庄田
南あわじ市倭文庄田
南あわじ市倭文庄田
南あわじ市山添
南あわじ市山添
南あわじ市広田広田
南あわじ市広田中筋
南あわじ市榎列小榎列
南あわじ市榎列上幡多
南あわじ市市新
南あわじ市市徳長
南あわじ市市善光寺
南あわじ市志知松本
南あわじ市志知中島
南あわじ市神代地頭方
南あわじ市神代浦壁
南あわじ市神代社家
南あわじ市八木養宜上
南あわじ市八木大久保
南あわじ市八木養宜中
南あわじ市八木養宜中
南あわじ市八木大久保
南あわじ市神代浦壁
南あわじ市松帆古津路
南あわじ市湊里
南あわじ市阿那賀南
南あわじ市伊加利本村
南あわじ市賀集八幡南
南あわじ市賀集鍛冶屋
南あわじ市賀集八幡
南あわじ市賀集八幡南
南あわじ市賀集鍛治屋
南あわじ市賀集野田
南あわじ市賀集福井
南あわじ市福良丙
南あわじ市阿万塩屋
南あわじ市阿万上町
南あわじ市沼島
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愈 披々御入魂　別而可馳走候

佐野城跡
池ノ内城跡
中田古城跡
妙安寺城跡
城の腰城跡
志筑城跡
岩屋城跡
まないた山城跡
小田館
仁井館
細川館
育波城
室津館
蟇浦城
城山遺跡
備中館
尾崎城跡
田村館跡
入野城跡
山田城跡
高畑塁
柳沢城跡
柳沢城見張り台跡
田村城跡
向殿館跡
正井館跡
久留麻土居館跡
岡田館跡
城ノ腰城跡
猪熊城跡
阿文字城跡
洲本城跡
炬口城跡
安宅館跡
羽風山城跡
勝間城跡
菅館跡
疇田城跡
河合城跡
由良古城跡
由良城跡
城腰城跡
猪鼻城跡
宇城城跡
都志城跡
吉田城跡
岡田城跡
白巣城跡
高丸城跡
市城跡
古城跡
庄田城の腰城跡
加地館跡
船越館跡（庄田城跡）
山添城跡
中堂城跡
広田城跡
中筋古城跡
高木城跡
上幡多古城跡
富永館跡（飛永城跡）
階出屋敷館跡
野口館跡
志知城跡
中島土居館跡
地頭方殿の土井館跡
栗原城跡
上田土居城跡
前山城跡
柿の木谷城跡
城の山城跡
養宜館跡（大土居城跡）
上田城跡
中の子城跡
叶堂城跡
湊城跡
阿那賀城跡
城山（伊加利）城跡
西山南土井館跡
賀集城の腰城跡
城が丸城跡
佐々木土居城跡
古城山城跡
丹生山城跡
城の土居城跡
鶴島城跡
塩屋古城跡
郷殿城跡
沼島城跡
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【用語解説】

　曲輪⋯城館の櫓や建物が立っていた平場。一般的に城内の最も高いところ
から、主郭（本丸）、Ⅱ郭（二の丸）と呼ぶ。

　切岸⋯石垣を持たない城館の周囲を巡る急斜面。自然地形を削り出した
り、上端に盛り土を行って急傾斜となし、外部からの侵入を防ぐ。

　虎口⋯城館の出入り口。土塁や石垣が発達した城館では、門などが設けら
れうことから位置が明確。一方で、攻防の焦点となるため、山城に
はあまり設けられないことも多い。

【さらに知りたい方に】Further Reading

　兵庫県教育委員会1985『兵庫県の中世荘園·中世城館』

　兵庫県教育委員会1992『兵庫県文化財調査報告書第113冊　叶堂城跡』

　城郭談話会2017『淡路洲本城』

　橘川真一·角田誠2011『新版　ひょうごの城』神戸新聞総合印刷

　兵庫県教育委員会2013『兵庫県の台場·砲台』

　兵庫県立考古博物館2016『築城』（企画展図録）

　兵庫県立考古博物館2018『山城探訪』（企画展図録）

令和２年度地域文化財総合活用推進事業

編集発行：兵庫県歴史文化遺産総合活用推進実行委員会
　　　　　（事務局：県教育委員会文化財課）
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淡路市岩屋
洲本市由良成ヶ島高崎
洲本市海岸通1丁目
洲本市炬口1丁目
洲本市由良町成ヶ島
洲本市由良町由良
洲本市由良町由良
洲本市由良町由良
洲本市由良町由良
洲本市由良町由良
南あわじ市福良丙
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松帆台場跡
高崎台場・砲台跡
霞台場跡
炬口台場跡
六本松台場跡
生石台場跡
由良要塞生石山砲台群
成山砲台（第１・第２）
赤松山堡塁
伊張山堡塁
門崎砲台
行者ケ嶽砲台

くる わ

きりぎし

こ ぐち

「心を燃やし、淡路の城を駆け巡ろう！」の意



１　淡路島の戦国時代―国人衆の台頭―

16世紀前半、淡路水軍を率いた安宅氏により洲本城・

岩屋城（まな板山城）・白巣城・安乎城・炬口城・由良城・

猪鼻城・湊城など、淡路島の各地に城が築かれました。

天文 18(1549) 年、安宅氏は三好長慶の弟冬康を養子

に迎え、三好氏とともに畿内を転戦します。しかし、冬

康亡き後、安宅氏は三好氏から離れ信長に降伏。天正４

（1576）年には織田軍として第一次木津川口の戦いで毛

利水軍と対峙しますが、天正９年には毛利に与しようと

して信長の命を受けた羽柴秀吉によって平定されます。

２　織豊政権の水軍基地―淡路水軍の拠点―

天正10（1582）年、本能寺の変の後、秀吉配下の仙

石秀久が洲本城に入城しますが、同 13（1585）年には

四国攻めの功により讃岐へ転封となり、賤ヶ岳七本槍の

一人である脇坂安治が入城します。翌年には加藤嘉明が

志知城に入ります。

安治は大坂城を守る城として洲本城を総石垣の堅固

な城に改修し、九州攻め・小田原攻め・文禄慶長の役に

淡路水軍を動員しました。

３　豊臣包囲網―大坂城を攻める地へ―

慶長５(1600) 年、脇坂安治は西軍として関ヶ原の戦

いに参戦しますが、東軍に与し、本領を安堵されます。

慶長 14(1609) 年、安治は伊予大洲に転封、洲本城は藤

堂高虎の預かりとなり、代官が派遣されました。

翌 15（1610）年、淡路国は姫路城主池田輝政に加増

されます。輝政は洲本城の代わりとして、岩屋に城を築

き、同 18(1613) 年には、三男の忠雄に淡路一国が与え

られ、由良に城が築かれます。

４　徳島藩の淡路政庁へ―山城機能の終焉―

元和元 (1615) 年、徳島藩主蜂須賀至鎮に淡路一国

が加増され、淡路島は徳島藩領となりました。寛永８

(1631) 年、徳島藩は拠点機能を由良城から洲本に移す

「由良引け」を４年かけて実施しましたが、山上の洲本

城は使用せず禁足地となりました。　

５　大阪湾防衛の要衝―台場と砲台―

安政元 (1854) 年、外国船来航を受け、幕命により岩

屋地区には明石海峡防備の松帆台場をはじめとする台場

群が、対岸の舞子台場とともに築造されます。

また、紀淡海峡を防備する台場として、由良地区の

高崎台場や六本松台場などが築かれ、洲本地区には、洲

本城下町の防衛のため炬口台場、霞台場が築かれました。

一部は明治維新後も海峡防衛のため、要塞砲台として残

されました。


